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 ヒトの足部には、特徴的な立体構造である3つのアーチ構造、内側縦アーチ、外側縦
アーチ、横アーチ、が存在する。二足歩行が可能な哺乳類はヒト以外にも数多く存在す
るが、これらの類人猿の足部には、ヒトのような立体的なアーチ構造は存在しない。立
体的な足部アーチ構造は、ヒトが常時二足歩行できる理由の一つとして考えられてい
る。このアーチ構造の有無、特に内側縦アーチ構造の有無には、中足骨の形態学的な特
徴である回旋が関与しているとする報告が、近年散見される。ヒトの第2中足骨は他の二
足歩行可能な哺乳類と比べ、特徴的な形態を有している。ヒト以外の哺乳類の第2中足骨
は、中足骨基部に対して骨頭が体幹側に捻れている（内捻している）が、ヒトの第2中足
骨は、中足骨基部に対して骨頭が捻れておらず、比較的に直線的構造を有している。こ
の第2中足骨の特徴的な構造が、アーチ構造を含めた足部全体の立体的特性に関与してい
ると考えられている。これまでいくつかの臨床研究において、外反母趾などの足部疾患
の発症に中足骨の回旋が関与していること議論されてきたが、結論は得られていない。
中足骨の形態学的な特徴は3次元的に解析する必要があるが、この手法が確立されていな
いことが原因と考える。そこで本研究では、臨床で得られた足部のCTデータを3次元空間
に再構築し解析を行うことで、人の中足骨の回旋における形態学的な経年変化及び性差
について明らかにすることを目的とした。臨床で得られた足部CTデータから足部に愁訴
を有しない健側を選び、この中から、足部疾患の既往歴、画像上明らかな異常を認める
もの、50歳以上の症例、を除外した102足（男性62足、女性40足）を抽出した。この抽出
した足を無症候足と定義した。無症候足のCTデータより仮想3次元空間上に中足骨を再構
築した。再構築した中足骨から、基部関節面の尾頭方向単位ベクトルを求めた。また遠
位関節面を最適化計算によって円柱で近似し、その円柱の内外方向軸単位ベクトルを求
めた。2つのベクトルのなす角を求め、これから中足骨回旋角を定義した。これらの計算
を全無症候足の第1から5中足骨、計510本に対して行なった。この結果、加齢に伴い女性
の第2中足骨は有意に内捻していることがわかった。中年期以降の女性で扁平足の有病率
や足部疾患の有病率が有意に増加していく。第2中足骨の内捻と扁平足の関係が直接的に
証明されたわけでないが、本研究の結果より、第2中足骨の内捻れが足部扁平化の1因子
であると考えられる。 
 今後、足部アーチ構造の形態と第2中足骨の回旋の関係を調べることにより、足部疾患
の発症と第2中足骨の回旋との関係が明らかにされることが期待される。 
 
北 城 雅 照 
Age- and Sex-Associated Morphological Variations of Metatarsal Torsional Patterns in 
Humans 
（人の中足骨の回旋における形態学的な経年変化及び性差） 
